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プ ロ グ ラ ム 言 語Plan,Pascalおよ び
BCPLの移 植 と使用経験 についで
若 林 信 夫
1.序
本 稿 は,筆 者 がAlgol60系の 高 級 プ ロ グ ラ ム 言 語Plan,Pascalおよ びBCPL
くお
を他機種か ら手元 の機 種に実際に移植 し,学 生教育に使用 して きた経験 をやや ・
一般 化 して述 べる ことを 目的 とす る。
計算機 の 目覚 しいぐ 一 ドウェア技術 の進歩 と低廉化に よ り,計 算機が身近 な
ものにな った。 しか し,ソ フ トウェアの利用可能性 は立遅れ,「 ソフ トウェア
危機」 と呼ばれた。 ソフ トウェアの開発 コス トが高 まる一方,新 しい プ ログラ
ム言語が次 々に発表 され,「 バベル の塔」 の観を呈 してい る。それ らの言語は
通常,機 種依存のため,高 嶺の花の傾向がある。
移植 可能な ソフ トウェアの問題提起は,そ の間の事情 を物語 るといえ る。す
なわ ち,機 種 が異な るごとに新 しい計算機言語や ソフ トウェアを自分の計算機
に書直 した り,新 たに作成す るには莫大なペ ナルティ(時 間,コ ス ト,正 確 さ)
を要す る。 また,ハ ー ドウェアの現在 の開発 のペ ースでは,絶 えず,古 い機種 ・
原稿受領1977年9月16日
零Plan,Pascal,BCPLの移植 に際iし,その提 供 と数 々の御教 示 を賜 った東 京大学 工
学部 森 口研 究室(森 口繁一教 授,和 田英一 助教 授,武 市正人講師,小 川貴英助 手,
松 田元 男,庵 原信男,斉 藤康 巳,高 橋博秋 の諸氏)に 厚 く御礼 申 し上げ る。
(1)手元 の計算機 とは,OKITAC4500C,MELCOM-COSMO700およびFACOM230
-75をい う。PlanはOKITAC・i500,COSMO700に移植 した ので,そ れ ぞれ,Plan
-4500,Plan-700と呼ぶ 。Pasca1は,COSMO700に移植 した のでPascal-7CO,
BCPLはFACOM230-75,COSMO700に移植 した ので,BCPL-230,BCPL・-700
と呼ぶ。 なお,三 菱 電機 の提供 してい るPASCALは,わ れ われ のPasca1-700
と異 な るので注意を要す る。
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か ら新 しい機種に交換せ ざるを得ない状況や,地 域,国 内お よび国際 のネ ッ ト
Aワ ーク化が進む現状 を考え ると,プPグ ラムや デ ータの機種依存部を除 き,で
きるだけ簡単に移 し換え られ ることが望 ましい。
これ らを解決す るための方法 は,い くつか提案 され実施 されて きた。 例えば,
自分 の計算機 の汎用 言語,'FORTRAN,ALGOL,COBOL,PL/1あるいは アセ
ソブラ語で書 くのが,一 方法 であろ う。 この方法 は,科 学技術計算の プ ログラ
ムや応用 プ ログラムの移植に とって有用 であ るが,ソ フ トウェア言語 の移植 に
ほ,こ れ らの言語 の もつ一様 な短所か ら,容 易ではない。 他の方法は,ど んな
処理系に よって も翻訳 され る ような,十 分簡単 な構文 を もった言語を設計,開
発 し,そ の言語で コー ド化 した り,そ れを母体 とす るものであ る。後者は,一一
名,「 望遠鏡的」(tttelescopic")方法 といわれ る よ うに[1コ,ある言語Lの コソ
パ イ ラが必要な とき,最 も,基 本的 な構成要素だけを含む言語 コソパ イ ラを作
り,そ れか ら,次 々に よ り豊富 化 していって(上 方 コソパ ティブル),最 終的
く　エ
に完全な言語Lの コソパ イラを作 るものであ る。
さ らに,容 易な方 式は,イ ンタプ リーティブル ーチ ソ(イ ソ タープ リタ)を
作成す る ものである。 これ は,抽 象的 な仮想 の計算機を想定 し,そ こで 自己完
結的な 目的 コー ドを発生 し,得 られた 目的 コー ドを 自分 の計 算機 で シ ミュレー
ト(エ ミュレー ト)す るものであ る。本稿 で取 りあげ る,Plan,Pasca1,BCPL
は,い ず れ もこの方式に よる。PlarP,Pascal-P(-Pはいずれ もPortableの頭
文字),BCPLコソパ イ ラは,自 分 自身 の言語 で書かれてい るが,目 的 コー ドは,
仮 想のス タック計算機を定めている。 この移植 は,も っとも手取 り早 いが,効
率が数倍劣 る ともいわれ るので,効 率を上げ るために,直 ちに,コ ソパ イ ラ方
式に切換える必要 がある。
Algol60系の高級 言語Plan,Pasca1,BCPLを何故に移植 したか の理 由はい
くつかあ る。(1)FORTRAN,ALGOL,COBOL,PL/1に代表 され る高 級 プ ログ
(2)現在,コ ロ ラ ド大 学 よ り移 植 中 のPascal2は90行足 らず のFORTRANで 書 か れ
たSIMCMPか ら,STAGE2,JANUSを 経 て作 られ て い る。Pascal230-75(E26コ)
はALGOLで 書 か れ たPasca11,Pasca12を経 て い る。
'
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ラム言語 は通常,計 算機 メーカーの提供 した ものを無批判的ない し一方的に使
用 している。 ミニコン ピュ・一タ設備での若干 の例外 を除 けば,こ れ らの コンパ
イ ラ言語 の改変 は許 されない。 「いい」 プ ログラムを書 くとか コンパイ ラ学 と
い った知 的興 味か ら,コ ソバ ィ ラの内部に精通す るには,管 理者側 との不要な
衝突を避けるよりもむ しろ,自 分の好きな言語仕様をもったプログラム言語を
自分 の ファイルに持 ち,自 分(グ ル ープ)の 責 任において,改 変'し,親 しむ こ
とである。(2)プログラム言語 は,自 然言語 と異な って,使 わ なければ,半 年位
で,曖 昧にな って しま う。 寿命が 長いためには,設計 思想が よ く,広く世の中で
使われてい る(仲間が いる)ことが必要である。 また,障 害復 旧や改変 も短時 日
で可能 であ るよ うな,コ ンパ イラ全体が コンパ ク トで見通 しの よい もの。(3)プ
ログラ ミング教育に適 してい ること。言語それ 自身を教える ことのためではな
く,む しろ,プ ログラ ミングのア ー トを教え るた めに適 した言語である こと。
それには プログラマが プ ログラムを 自然 に明瞭に書 くことを可能に させ る道具
とな るもの。(4)筆都 餅 を もっているMPL(MathematicalProgramming
Language)コシパ イ ラの開発 やデ ータベ ース言語 システムの開発に 応 用 が利
くもの。(5)比較的安い コス トで入手可能である。 これ らの 目的を達成す る言語
として,当 初,Pasca1の移植 だけを考 えていた。 しか し,そ の前準備の意味 も
あ って,PlanやBCPLに ついて も移植す る結果 とな っだ。
これ らの言語 め移植は思 った程,容 易に行か なか ったが,成 功 した。そ の労
は,で きるだけ多 くの学生に利用 して貰 う,い わ ば,上 記 の項 目(3)で生か され
てい る。
本稿 の構成は,ま ず,移 植の技術的問題を一般 的に と りあげ,Plan,Pasca1,
BCPLの順序で,移 植過程を述 べ る。次 に,こ れ らの言語 の特徴 をやや要約 し
て述 べ る。最後に,過 去数年 ソフ トウェア教育に携わ った体験か ら,プ ログラ
ム言語 と教育の問題 を考 える6
/
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2.移 植の技術的問題 と実際
言語 コソパイラに関する,配 布された 「資料」をもとに自分の計算機に移 し
換える作業がプログラム言語の移植作業である。自分の計算機が本家の計算機
と全 く同 じな ら問題な く,移 し換えが終了する。一旦,計 算機のアーキテクチ
ャやオペ レーティソグ ・システム,周 辺機器が異なると,機種間の移植の問題
が生 じる。主な障害は,㈲ 文字セッ トと(B牒体の選択と維持である。
㈹文字セ》 ト
ノ
JIS(日本工 業規 格)で は,ISO(国 際標準機構)の 文字セ ッ ト128種をほ と
ん ど承認 している。 しか し制御文字や グラフィックスに関す る一部 は,計 算機
種の裁 量にゆだねて いることや,他 の大計算機 メーカー(IBM・cpc)が・依然・
EBCDIC(EBCDIK)やCDC順序づけを捨てていないために,目 的計算機の文
字セ ッ トが何かをまず確かめねばな らない。
{B)配布の媒体
資料テキス トを配布する媒体をどう選択す るかは,主 に,目 的計算機に依存
している。つま り,受取 り側が,引 渡された情報をどうい う形で読めるかに関
、
係 してい る。 また引渡 され る情報の数量や重量,耐 久性,能 力,便 利 さ,地 理
的距離 に も関係す る。
、(1)リス ト リス ト出力のあ るLPシ ー トや テキス トの提供を受ける場合,
短 いプ ログラムな らば他の何物に も変えがたい魅力があるが,数 十ペ ージとも
な ると,そ れ を転写す るのにエ ラーが入 りこむ。経験に よれば,詳 しい説 明や
実行結果それに相互参照表(crossreference)が整備 されてい ることが,重 要
であ る。数十ペ ージ程 度の転写の場合,言 語に よっては見逃 して しま うエ ラー
のために,最 終 的な結果 を得 るまでにかな りのデバ ッグが必要 である。
(2)カー ド80カ ラムのIBMヵ 一 ドの提供を受け る場合,カ ー ドは通常規格
化 され ているので,計 算機に直接入力で きる(第1カ ラムが ジ ョブ制御 の¥や
/は この限 りではな い)。 カー ドには,通 し番号や プ リン トされた文字が現 わ
れていない と混乱 の恐れ がある。 カー ドの性質上,傷 みや湿気が でる場合があ
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る。運搬 は比較的容易 であ る。
(3)紙テープ カー ドよ りも軽 く,持 運びは便利 であ るf。しか し,標 準規格
がないため,場 合に よっては,変 換ルーチ ソ(紙 テープユーテ ィ リティ)を 用
意 して,標 準 の紙 テープや カー ドに置換 える必要が ある。紙 テープはそ の性格
上,損 傷 しやす く,修 正,回 復が厄介 であ る。
(4)磁気 テープ 通常,9ト ラック800/1600BPIの磁気 テープに情報を格納
して,提 供を受け る。大量 のテキス ト・デ ータに対 して向いて いるが,リ らル
のサ イズ も多種 あるので情報の少ない時 も有 効 である。 運搬 の コス トもカー ド
類 よ りは安い。磁性体ゆ えに,X線,レ ーダー,空 港の安全検査 装置 に よって
情報が破壊 され た事例 の報告があ るが,筆 老は未だそ の経験 はない。
1600BPIのテ 一ープが使 用 で きず,民 間 の計 算 セ ンターを介 して800BPIに変
換 した経験があ る。
(5>フロッピe-一・デ ィス ク ・カセッ トテープ 同一機種 の計算機 に効果 的であ
る。格納 できる情報は テープよ りも若干少ないが,軽 く持運びが容易 で将来性
があ る。 以下,各 言語 の詳細について記述す る。
(1.1)Plan-4500の場合。Plan-4500は,Plan-Pの仮想機械 コー ド(16進書式)
を紙 テ ープで,そ のイ ンタープ リティブル ーチソ(FORTRANで 書かれた シ
ミュレータ)をLPシ ー トで,提 供を受けた。資料 は豊富 であったが,媒 体変
換(紙 テ ープか ら,紙 テ ープや カー ドに変換)ヵミ手 間取 った上 に,FORTRAN
で書かれ た シ ミュレータが,機 種独立 でない部分 と,未 完成な部分が提供 され
たため,作 成終 了 までに半年要 した。 シ ミュレータは,ア センブ リ言語MAP
(OKITAC4500C)でも書かれ,教 育実習 に供 された。文字 セ ヅ トは,ASCII
よ り,カ ナ文字を含むOKITACコ ー ドに変 更 した。
(1.2)Plan-700の場合。Plan-4500の16進書 式のVMコ ー ドは,OK皿AC
4500Cのディス ク装置 にあ ったので・ 紙 テ ープに出力 し・ その まま通用す る
COSMOの 紙 テ ープ入 力装置にかけ,デ ィス クファイルに移 しかえた。 イソタ
ープ リータは,FORTRANで 新 たに作成 した。 そ のさいの注意は,16ビ ッ ト
か ら32ビッ トに拡大 した ことで,特 に,負 数 の処理,コ ー ド系の変更(ISOか.
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らEBCDIKへ の変換),入 出力装置 の選択に手間を要 した。
t(2)Pascal-700の場 合。PASCAL,:DIC,:LIBの3つロー ドモ ジュールの フ
ァイル名を含む,磁 気テ ープが送付 され た。ほぼ同機種 であ るため,移 植は半
日で,完 了 した。 しか し,内 部資料が乏 しく(例 えぽ,ソ ース プログラム)完
全に理解 し,使 い こなすには,ダ ンプ,逆 アセ ソブル,逆 コンパ イルを必要 と
した。文字 セッ トはCDC配 列 である。
(3)BCPL-230,BCPL-700の場合。BCPLの キ ッ トは,BCPLで 書かれた
拡張BCPLコ ソパイ ラ,INTCODEで書かれたBCPLコ ソパ イ ラ 〔BCPL10
(翻訳部),BCPL11(AEから㏄ODEへ の変換部),INTCDG1(コード生成 部)3つ
の ファ イルか らな る〕,お よびINTCODEマシンのFORTRANイ ソタプ リータ
か らな り,こ れ らを磁気 テ ープと リス トで提供を受けた。INTCODEマシソの
設計に関す る資料が不備のたあ,シ ミュ レーシ ョンを繰返 し,完 全に細部 まで
検討を要 した。文字 コー ドはASCIIであ る。現在,FACOM230-75(36ビヅ ト/
語),MELCOM-COSMO700に移植 し,教 育用 に使用 してい る。移植作業は,
は じめ,INTCODEで書かれた3つ の フェーズをttASEMBL"ルー チ ソに よ り
十 進 コー ドに変 換 した。次に機種依存な定数部を書換 えたFORTRANイ ンタ
プ リータで,そ れ らを埋込 み,デ ータをBCPLユ ーザ プ ログラム として,翻
訳 実行 させた。 イ ソタプ リータを アセソブラ(META-SYMBOL,FASP)で書
いて効率を上 げるとか,実 在 の計算機 の 目的 コー ドを発生 させ る計画が進 め ら
れてい る。 唱
以上,3つ の言語 の移植 におけ る技術的問題 は,そ れ ぞれ異質であ り,一 般
的に,ド キュメソテ ーシ ョソ(文 書)の 整備 いかんに よる。 移植用 の言語設計
の原点に立 ち返 って作業を進 めなければな らない場合が多い。
3.各 言語の特徴 と実際
(1)Planこれは,ミ ニコソ ピュ ータ向 きの コソパ イ ラ言 語 で,1974年武
市正人氏に よ り,設 計 され,処 理系が製作 され た。Pasca1からデ ータ構造 の機
能 を外 したほか,デ ータ型が,「一語 デ ータ」(ス カラーと一次元配列)で あ る
ノ
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の で,高 級 な 数 値 計 算 に は 不 向 き で あ る。 しか し,ア セ ン ブ ラ,コ ンパ イ ラ,
モ ニ タ,エ デ ィ タや ゲ ー ム プ ログ ラ ム 等 の ユ ー テ ィ リテ ィ プ β グ ラ ムを 作 る,
いわ ゆ る非 数 値 の 計 算 に は 向 い て い る 。 ま た 言 語 の 構 文 が,構 造 的 プ ロ グ ラ ミ
ン グの 要 件 で あ る,モ ジ ュe;一"ル形 式 や げLthen-else,while--do,rePeat-until
proc-defの構 造 化 ス テ ー トメ ソ トを 含 む 上 に,再 帰 的 呼 出 し(recursivecal1)
が 可 能 で あ るの で,書 か れ た プ ロ グ ラ ムが 簡 潔 で 見 易 い 。
Planの利 用 者 は,わ ず か 数 ペ ー ジ の,Planで 書 か れ たPlanの コソ パ イ ラ
を 座 右 に お い て,プ ロ グ ラ ミン グが で き るの で,言 語 の す みず み ま で,見 通 し 、
が よ いbこ れ らの こ とか ら,Pasca1と同 じ く,教 育 的 価 値 が 高 い と い え る 。
Planは,異機 種 の 計 算 機 に も,容 易 に 移 植 が で き る よ うに,目 的 コ ー ドが,
仮 想 の ス タ ヅ ク式 計 算 機 コ ー ド(VMコ ー ド)と す るPlan-Pを もつ 。 小 樽 商
、大 のPlan-4500およびPlan-700は,いず れ もPlan-Pか ら派 生 して い る。 両
者 の 大 きな 違 い は,今 後 と も,発 展 の 余 地 は 残 す が,一 語 の 長 さ が16ビ ヅ トか,
32ピッ トの 点 に あ る。 こ の こ と は,と り う る数 値 の 範 囲 が,一一32,768と32,767
の 間 か 一2,147,483,648と2,147,483,647の間 か ば か りで な く,一 語 に 入 る 文 字
数 が,2文 字 か4文 字 とか,ス タ ッ ク フ レ ー ム の 深 さに ま で 影 響 す る。 この こ
とは,Plan本 来 の精 神 を 超 越 した,新 しい 言 語 の 生 成 を 意 味 す る の で,以 下,
Plan}4500に限 って,言 語 の 特 徴 を,特 に,原Plan[6コ と の差 異 を 強 調 しな が
ら,説 明 す る。
(1)カ ー ド入 力,行 印 字 機 出 力 を 既 定 とす るが,INPUT文,OUTPUT文
に よ り,コ ソ ソ ール タ イ プ ラ イ タ,紙 テ ー プ入 出 九 デ ィ ス ク入 出 力 等 が,可
能 で あ る。
(2)定 数 に,16進 定 数 を 含 め た 。#〈16進 定 数 〉 の 形 で 扱 い,1語 の 右 端 に
詰 め た 値 を もつ 。
く　
(3)コ ー ドは,OKrTAC-・4500コード表(ISOを 基 準 とす る)に 依 る。 カ ナ 文
(3)コー ド表 には明示 され ていない ものに,コ ンンール2で 使 え る,#1C,#1D
が あ る。前者 は黒 リボ ンを赤 リボ ンに変 え,後 者は赤 リボ ンを黒 リボ ンに変 え る。
また,#7FのDELは 機 能 しない。
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字 が許 され る(#B1か ら#DFま で)の でそれ を使 うとプ ログラムの ドキ ュメ
ソテーシ ョンに適切 である(付 録1は,「 式」処理部分 の コソパ イラを示す)。
(4)〈項〉に,SFTを追加 した,MSFTNは,N≧0な ら,Mの 内容を
Nビ ッ ト左ヘ シフ トし,N<0な ら,INIビッ ト右ヘ シフ トした値を とる。 両
端か ら,溢 れた ものは無視 され,ま た,両 端か ら入 って くるものは0で あ る。
(5)CODE文の追 加。CODE文 に よって,翻 訳時において,コ ー ド要素
(CODE文の中にあ らわれ る定数の リス ト)が,対 応す る 目的 プログラムの中
の位置に,1語 ずつ埋め こまれ る。VMコ ー ドを生成す るのでPLANの 最 も
低級な部 分である。例 えば,PUTC璽A);と同 じことは,CODE(#2004,#2
100);によって可能であ る。
(6)READ文,WRITE文 の追 加。それぞれGET文,PUT文 を拡張 した
もので,構 文規則をAN記 法で書 くと次 の よ うにな る。
〈器器 文〉 課 鵠(〈 難 要素〉る}…) ,
〈難 要素〉一 く変数>1〈鷹 協 書式〉
〈+瑠 書式〉一 〈変数〉・〈定数(名)〉
⑦P]anの コソパ イ ラは,提 供 された ものに対 して,相 当数 コー ド最適化
がな されて いる。 ス タック操作 とJUMP,JFALSE,文 字処理部 は,逆 アセ
ンブラと手に よって,一 部,解 読不可能なほ どの変 更がな され た。
(8)オペ レーテ ィン グシステムとの会話。
〔Plan-4500の場 合〕4500」Cオペ レーティソグシステムとの会話を次 の ジ ョブ
制御 カー ドとコンソール タイ プライタを用 いて行 う(図1参 照)。
//JOB,
//EXECPGM・=PLANX2(DKO2)
//DDDK=DKO2(PLNVMB,*)
//DATASYSIN
空 白 カー ド1枚
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〃JOBPRO(WAKABAYASI,10,F)
〃EXECPGM・PLANX2(DKO2)
〃DDDK=DKO2(PLNVMB,*)
//DATASYSIN
!GL厘聖1
コ ソ ソ 一ーノレ/
**SOURCELIST**
1:$MODトANDノ テ ス ト$
2:VARA,B;
3:BEGINA:・=255;B:=2197;
4:WRITE('A=',A:5,'B=',B:5,EOL);
5:WRITE('BMODA=',BMODA:5,EOL);
6:WRITE('AANDB=',AANDB:5,EOL)
7:END,
*ERROR=NONE*
ORG:OFOO
IC:OF59
!GOREADY1鎚 』 ンソ_ル
A=252B=2197
BMODA=157結 果 、
AANDB=149
!SITAB}
コ ソ ソ ー ル
13秒
EOJJOB(PRO)JOBSTEP(0001)TIMEFORJOBSTEP(00.OO.13)
/#図1Plan実 行 例,
f
プ ロ グ ラ ム
END.
デ ー タ(も しあ れ ば)
ブ ラ ン ク カ ー ド数 枚
コ ン ソ ール 上 で,促 進 記 号!に 対 し、 翻 訳 時 に1ま,次 の ナ プ シ ョソを 選 択 す る 。
G(go)… …翻 訳 お よび 実 行 せ よ。L(list)・∵… ソ ー ス テ キ ス トの リス ト
を とれ 。D(dump)… … 翻 訳 後,VMコ ー ドを 出 力 せ よ。0(option)… ・■.・
次 の も の に 対 し16進数 また はTAB釦 を 押 す 。
ORIGIN(目的 プ ロ グ ラ ム の 先 頭 番 地)=,OBJECT(目 的 プ ロ グ ラ ム の 大
き さ)=,TABLE(ワ ー ドテ ー ブル の大 き さ)=,BOTTOM(ス タ ッ クの 最 大
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番 地)=,も し,TABの 場 合,既 定 値 と して そ れ ぞ れOFOO(Dの と き0100),
0800,0400,1EFFがセ ッ トされ る。
S(stoP)… … ジ ョ ブの 終 了 。 な お,実 行 は!GOREADYに 対 し,ダ ン プ は
!DUMPREADYに 対 し,TAB釦 を 押 下 す る。
〔Plan-700の場 合 〕 端 末 装 置 上 で,
!SETF:25/DATAPO22101;IN
!STARTPLAN1.PO22101
と入 力 し,紙 テ ー プか 直 接 キ ーボ ー ドで,ソ ー ス テ キ ス トを 入 力 し,会 話 形 式
で 翻 訳 実 行 で き る。Planで 書 か れ た ミニ ・エ デ ィ タを 併 用 す る こ と もで き る 。
⑨ エ ラ ー コ ー ド。'エラ ー の 指 示 は ソ ー ス テ キ ス ト上 の エ ラ ー発 生 時 点 で,
!!150N184!!のよ うに 出 る。 前 の 数 字(15)が,エ ラ ー番 号(具 体 的 に は,
宣 言 文 の し忘 れ,実 は ミスパ ン チ が 原 因)を,後 の 数 字(184)が エ ラ ー発 生
の 行 番 号 を 示 して い る。26種 の エ ラ ー の 詳 細 は[7コ を 参 照 され た い 。
(2)Paseal
Pascalは,スイ ス のN.Wirth(ヴ ィル ト)が1968年頃,設 計 開 発 した 高 級
プ ロ グ ラ ム 言 語 で,AlgolWの 子 孫 で あ る。 教 育 上 便 利 な こ と と,適 切 な 処 理
系 の 製 作 を 与 え る こ とを 目標 と して設 計 され た[16]。特 に,Algol60の優 れ た
構 造 化 ル ール と 式 の 形 を ベ ー スに,Hoare([2コ)の提 唱 した デ ー タ構 造 の 機 能
(例え ば,record,set,subrange,Pointer,ある い はfile)を大 幅 に と りい
れ た 。 移 植 可 能 性 の 研 究 も進 み,初 期 のPasca1-PやNtigeliのTrunkPasca1
等 に よ り,世 界 中 の 計 算 機 に 実 現 さ れ つ つ あ る。Pascalには,classやPowerset
を 含 ん だ 原Pascal,それ らを 除 きす っ き りさせ たRevisedReportPasca1,そ
してProgram名 を 必 要 とす る標 準Pasca1があ る が,こ れ らの 変 化 は わ ず か
で あ る。 この こ と や マ ニ ュ ア ル が 十 数 ペ ー ジで記 述 され て い る こ と,コ ソパ イ
ラ の ソ ー ス がPasca1で 書 か れ て い て 数 十 ペ ー ジの リス トに 納 ま る こ と は,
Pascalの安 定 した 普 及 性 を 意 味 す る。 今 日,可 変 型 の 動 的 配 列 の 欠 落 や タ イ
プ間 の 変 換 写 像 の 矛 盾,ス コ ー プ ル ール 等 に 批 判[11コ,[17]があ る に せ よ,教
育 上,実 際 上,最 も推 賞 され て い る言 語 で あ る([9],[21],[27])。
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Wirth自身 の 並 行 処 理 を 可 能 に す る,Modula〔20コは 未 知 数 で あ る が,SOLO
シ ス テ ム(P.HansenのConcurrentPascal)は実 用 的 で あ る。SimulaやLisp,
GPMもPascalで 書 か れ た 報 告 が あ る。 他 言 語 や シ ス テ ム ラ イ ブ ラ リ(例 え ば
SPSS)との 自 由 な 呼 出 しや 連 結 を 可 能 に した 「開 い た 」Pasca1もあ る[12ユ[26]。
わ れ わ れ のPasca1-700の源 流 は,フ ラ ン ス のIRIA(lnstitutdeRecherche
'd/I
nformatiqueetd'Automatique)にお け る ℃DC6400か らCIIIRIS80へ
の 移 植 の研 究 に 直 接 負 うて い る[11]。と こ ろ で,CIIIRIS80は,かつ て のSDS
(ScientificDataSystems),その 後 のXDS(Xeroxの 一 部 門,1975年 よ り ソ
フ トウ ェア 開 発 停 止)と 同 じナ ベ レ ー テ ィ'1グシ ス テ ム で あ り1日 本 のMEレ
COM7700(三 菱 電 機)も ま た 同 じオ ペ レ ー テ ィソ グ シ ス デ ム(BPM)で あ っ
た 。1974年MELCOM7700を擁 す る東 大 教 育 用 計 算 機 セ ン タ ー で は1武 市 が,
カ リフ ォル ニ ア工 大 のIBM370上 で 実 働 して い たPascal-Pの 移 植 に 成 功 した 。
続 い て,1975年,上 記IRIAのP.Mauriceよ り,標 準Pascalの テ ー プを 入
手 し,同 年8月 ま で にMELCOM上 に 実 現 した 。同 セ ソ タは76年 夏,MELCOM
7700(BPM)か ら,COSMO700(UTS)に 機 種 交 換 した が,殆 どそ の ま ま通 用
した 。 筆 者 の 小 樽 商 大 で も77年や や 規 模 は 小 さ い が 同機 種 が 購 入 され た の で,
個 人 的 に テ ー プ の 提 供 を 受 け,Pasca1-700とな った 。
Pascal-700のパ ・ーフ ォ ー マ ソ ス に つ い て は,コ ソパ イ ラ の 目 的 コ ー ドが,
108,584バイ ト(Pascalで書 か れ た 部 分5400行),Pasca1用モ ニ タ7,268パイ ト,
コ ンパ イ ラ のPasca1で 書 か れ た 部 分 を コ ンパ イル す る際 の 作 業 領 域 約54K,
CPU時 間 約150秒,そ して,Pascal-Pの処 理 系 よ り約12.4倍速 い([24])。
文 献 〔17〕に 従 っ て,行 列 乗 算 と整 列 の 問 題 の 総CPU時 間 を,FORTRAN
とPascalで比 較 す る と下 表 が 得 られ る。
lF・RTRANN Pasca1
行列 乗算(n・100)
整 　旺(n=2,000)
.8759(1)
19.8(1)
.724(1)
94.3(1)
.7013(1.9423)
48.5(2.45)
1.388(1.9717)
40,0(1。17)
備 『 考
各行 の上 段は,Pascal-700,
下 段は 〔17〕に よる。単位 は
そ れぞれ,分 と秒,()内 は
相 対比 率を示 す。
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以下,Pascal-700と標準Pascalの主要 な相違点を個条書 きに列挙 しよ う。
(1)Pascal『700の文字 ・記 号は下表 のCDC順 序づけにほぼ従 う。
＼
?
?
?
?
012345678`9ABCDEF
〃ABCDEFGHIJKLMN
PQRSTUVWXYZO123
ち6789十 一*/()¥==,
▼ な し!:#%1&t@〈 〉?「 〈
?
?
?
?
英字 はA～Zの 大文字だけ であ る。以下 の区切 り語は,他 の名前と して使用
できない。`
ANDARRAYBEGINCASECONSTDIVDODOWNTO肌SEEND・
FILEFORFUNCTIONGOTOIF】〔NLABELMODNILNOTOFOR
PACKEDPROCEDUREPROGRAMRECORDREPEATSETTHENTO
TYPEUNTILVALUEVARWHILEWrrHt
ただ し,下 記 の ものは区切 り語ではな い。
EOLINTEGERREALBOOLEAN
標準Pascalに現れ る記 号の うち,い くつかは次 の よ うに変 換す る。
集合 の和(+),集 合の共通部分(*)は それぞれ1ま たはOR,&ま たは
ANDと変換す る。 ↑,[,],{,}はそれぞれ,@,(.,.),(*,*)と し,
≒,≦,≧ はそれぞれ,#,ま たは〈〉,〈=,〉=と 変 換す る。
(2)標準関数
ABSARCTANCOSEXPLNSINSQRSQRTがあ る。FORTRAN,Algol60
にあるベキ乗はないので例 えば0.6aは,EXP(A*LN(0・6))とす る。そ の他,
oDDTRuNcoRpcHRsuccPREDbsある。RouND(四捨五入)は ないので・
X≧0の ときTRUNC(0.5+X),X<0の とき,TRUNC(X-O・5)と す る。
(3)入出力手続 き
READ:デ ・一タ書式は 自由,ブ ラソクとカー ドの終 りは無視 され る。CHAR,
十進 のINTEGER,REALを対象 とす る。
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WRITE:桁数の指定のないときの既定値は下表に従 う。
CHAR
1
ALFA
8
BOOLEAN
8ケ タ目に
T又 はF
INTEGER
DECIMALIHEXADEC
11 8
REAL
14(Eつき)
固定小数点形 式の出力は,WRITE(X:e1:e2)(e2≦5)セこよる。16進出力
は,WR皿E(整 数式:長 さHEXA)に よる。
　
ファイルにつ いては,次 の点に注意す べ きである。(イ)構造 タイプは,要 素 と
して ファイルを持ち得 ない。 もし,Fが フ ァイル であれば,次 の宣言は禁止 さ
れ る。 、
ARRAY(.*.)OF,F;RECORD……:F;FILEOFT;
(ロ)RESET(F)とREWRn'E(F)はフ ァイルFの 入 力命令(GETま たは
READ)ま たは 出力命令(PUTま たはWRITE)に 先立つ べ きである。 これ
らは,標 準 のINPUT(論 理 ラベルSI)とOUTPUT(同LO)に は適用 され な
い。の独立に コンパ イル され た プログラム(後 述(6))の中で宣言 された ファイ
ルは,こ の プログラムの外部変数 であ るべ きであ る。⇔ 手続 きのパ ラメ ータに
は フ ァイルを とれな い。 困 ファイル編成は コンゼキ ュテ ィブで,BKLは1024
であ る。 また,INPUT'は80カラム有効,OUTPUTは132文 字/行 であ る。
6)Pascal-700モニターに現れ るDCB名 は,モ ニターDCBに,M:SI,M:LO,　
M:LL,M:GO,M:BO,M:DO,M:C,M:*があ り,ユ ーザDCBに はF:PASCLGO,
F:PMDFILE,F:自由 があるので,必 要に応 じ使 うことがで きる。
(4)初期値設定VALUE文
変数を実行時に代入文 に よらず,宣 言文の形 で初期化す る。便利 であるが,
ゆ
異論 もあ る。VALUE〈識 別名 リス ト〉;は,主 プ ログラムの変 数の宣言 の後 で,
(4)VALUE宣言の構文則をBNF記 法で書 くと次のようになる。
VALUE〈識別名 リス ト〉;
〈識別名リス ト〉::=〈 識別名〉=〈 値〉;{〈識別名 リス ト〉}
〈値〉::=<単 純値>1(〈値の リスト〉)
〈値の リス ト〉::=〈 要素〉{,〈要素〉}
〈要素〉::=<単 純値>1十 進数 竃く単純値〉
〈単純値〉::=固 定小数点1浮動小数点
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BEGINの 前 に 置 く こ と。 また,VALUEで 識 別 名 を 書 くと き に は,宣 言 され
た 順 に 書 く必 要 が あ る。
例:VARA:INTEGER;B:ARRAY(.0..10.)OFINTEGER;
C:ARRAY(.0..2,1..2.)OFREAL;
VALUEA=3;Bi(-3,7*2,2*0,6);C=(1.0,2.0,3.0,4.0,5,0,
6.0);
BEGIN……
これ は,次 と等 価 で あ る。
BEGINA:=3;B(.O.):=-3;B(.1.):=・2;B(.2.):=2;……
C(.0,1.):=1.0;C(.0,2.):=2.0;C(.1,1.):=3.0;
C(.1,2.):==4.0;C(.2,1.):=5.0;C(.2,2.):==6.0;…。.
(5)RECORD構 造 のvariant部に つ い て,selectedfieldとtagの値 の 矛
盾 性 を チ ェ ッ ク して い な い。
(6)独立 した 翻 訳
Pasca1-700では,翻 訳 過 程 を ル ー チ ン毎 に 切 り離 して処 理 す る こ とが で き る 。
大 き な プ ロ グ ラ ムを 複 数 人 に 割 り振 っ て 完 成 させ よ うと い う と き便 利 で あ る。
な お,独 立 した 翻 訳 を 許 して い る た め に,Programス テ ー トメ ン トは オ プ シ
ョソに な って い る。
(7)オ プ シ ョソ行 に つ い て
オ プ シ ョソ行 は,(*¥〈 オ プ シ ョ ンの 列 〉 〈 コ メ ソ ト〉*)の 形 を して い ,
るρ 〈 オ プ シ ョン の 列 〉 は 〈 名 前+〉 か く 名 前 一〉 を コ ン マ で 区 切 る。+は 実
行,一 は 非 実 行 を 意 味 す る。 例 え ば,(*¥C+*)は,手 続 きの 終 りご と に
生 成 され た 目的 コ ー ド(MATA-SYMBOL)をLPに 印 刷 す る。 既 定 値 は,
(*¥B-,C-,A+,D+,L+,0+,X+,P+,E+,R+*)で あ る。[28]。
付 録2に,Pascal-700のジ ョブ制 御 カ ー ドを 含 む 実 習 上 の注 意 を ま と め た 。
(3)BCPL
BCPL(BasicCPL)は,1968年頃,英 国 ケ ン ブ リッ ジ大 学 のM.RichardSが,
CPL言 語 の処 理 系 の製 作 か ら得 られ た 経 験 を も と に,開 発 した シス テ ム 記 述
q
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幽用言語 である[33]
。設計 の 目標 の一つに 「移植可能性」が上 げ られ ている[31コ。
CPLは,Combi鴫dProgralnmingLanguage,別名,CambridgePlusLondon
といわれ るよ うに,C.StracheyやD.Barronらが,高 級言語 と低級言語を混 在
させたAlgo160系の言語 で,OS記 述に利用 した。BCPLは,CPLの 重要 な部
分はほ とん ど吸収 され,コ ソパ ク トにな ってい る。 当初か ら,コ ソパ イラや一一
般 のシステム プログラム(イ ソタプ リータ,エ デ ィタ),数 式処理,ゲ ームを
す るプログラム,OSの 記述 に使われ,成 功 してい る。BCPLと 設計思想が類
似 のいわば,親 戚 の言語(B,C,ZED等)も作 られ ている。
BCPLの際立 った特徴 を列挙すれば,次 の ようにな る。
(1)構文は豊富す ぎる位 で,条 件 の分岐,7V・一プ,サ ブル ーチソの定義な ど
を各種 の方法 で書 くことがで きる。そ のため,大 変,'読み易い プ ログラムが書'
ゆ
け る。 、
(2)基本的な計 算の対象(デ ータ)は 語(word)であ り,型 に関す る特別 の
制 限はな い。語は ビッ トパ ターンと して,あ るいは,ザ ブル ーチ ンの入 口や ラ
ベル と して扱われ る。 コソパ イラも,実 行時 のシステムも型に対す る制 限を加
え るよ うな ことは しない。 この点,BCPLは 柔軟性があ るとともに,機 械語 の
落 し穴を持 ち合せてい るといえる。必然的に算術計算に向かな い。
(3)ポイソタとベ ク トルの取扱いが単純 明解 である。 ポ イソタは,複 雑 なデ'
一タ構造を扱える。
(4)すべてのサ ブル ーチ ンは再帰的に呼 ばれ得 る。
(5)BCPLの コンパ イ ラは,移 植 可能を意図 してい るので,す べてBCPL
で書かれ ている。 オーバ ーレイ した り,言 語の修正を行な うと小 さな機械に も ・
適合す る。 、
(5)BCPLの予約語 には次 の58種が あ る。
ANDBEBREAKBYCASEDEFAULTDOENDCASEEQEQVEXTERNAL
FALSEFINISHFORGEGETGLOBALGOTOGRIFINTOLELETLOGAND
LOGORLOOPISLSHIFTLVMANIFESTMODULUSNENEQVNILNOT
ORREMREPEATREPEATUNTILREPEATWHILERESULTISRETURNRSHIFT
RVSELECTORSTATICSWITCHONTABLETESTTHENTOTRUEUNLESS
UNTILVALOFVECW肥REWHILE
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(6)BCPLは,は じめ,OCODEを 開発用 キ ッ トに して仲間を増や したが,
.さらに簡単な,INTCODEが作 られ,一 層 手軽に移植が可能 にな った[32コ。
INTCODEは 工E.L.PeCkによ り,人 間にわか りやす いMINICODEに 書換
え られた。INTCODE(MINICODE)は,命令 の数が8個(L,S,P,J,T,M,K,X),
レジス タが5個 のスタ ック計算機 であ る。 この計 算機の シ ミュレータを作 るこ
とはPlan-Pと同様 にで きる。
われわれ のBCPLは,現 在,井 田 ・斉藤[35]と同一一であ るが,効 率を上 げ
るために改 造中であ る。昭和52年3月 のBCPL-230のジ ョブ制御 カー ドをかか
げる。
¥NOB,1002GRO252
¥USERGRO252,WAKABA..'も
¥HJOBCORE='50K
¥EXEBPROG=PROGEXQT,PRVLIB=:GRO252.BCPLl
BCPL:オ フ.ション1/オ プ シ ョン2/オプ シ ョン3/
プ ロ グ ラ ム
デ ー タ.
¥FDF15,FILE=(CATLG,GRO252.BCPL10)
¥FDF16,FILE=(CATLG,GRO252.BCPL11)
¥FDF17,FILE=(CATLG,GRO252.INTCDG1)
¥FDF10,FILE=(TEMP,TEMP1),UN皿=DPW,VOL=WORK,
SPACE・:(TRK,10)
¥FDFO4,FILE=(TEMP,TEMP2),UNIT=DPW,VOL=WORK,
SPACE=(TRK,10)
¥JEND
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4.ソ フ トウ ェ ア 教 育 と プ ログ ラ ム 言 語Plan,Pascalお よ び
BCPL
6
プログラ ミソグは工学的活動 であ り,論 理的な もの(プ ログラム)の 製造に
係わ ってい る。 一般 的に,こ の製造活動に科学的,合 理 的(経 済学的)な 評価
を与 えることが できる。 ソフ トウェア教 育は,狭 義 には,プ ログラムが簡単明
解 で,信 頼のおけ る,適 応力があ る,い わゆ る 「高品質 のプ ログラム」を,あ
る評価基準 でプ ログラ ミングす るよ う指導す る ことであ る。構 造的 プログラ ミ
ソグは,プ 仁グ ラムの見か け上 の複雑さを減 らそ うとす る考え方であ り,ソ フ
トウェア教育の前提 であ る。 「90to文は有害 であ る」 とい うダイクス トラの
論文は,単 にその標題 で述べてい ることではな く,ど うすれば,人 間に とって
理解 しやす いプ ログラムにな るかを述 べている。無分別に90to文 を使用す る
と,静 的な プ ログラムのテキス トパ ターソとそ の実行時 の動的な行動 の間の関
係を過度に複雑に させ る。む しろ,if一then噛elseやwhile-do文を用 いる と,
静的パ ターンと実行時の動的パ ターソを比較的類似 した ものに留 める。制御 の
流れを見通 しよくさせ るには,90to文 をで きるだけ減 らす ことに加え,モ ジ
ュール方式や トップダウソ方式のいわゆ る段階的精 緻化法の考 えを教え ること
が望 ましい。Plan,Pasca1およびBCPLは,BASICやFORTRANよ りも,
構造的 プ ログ ラ ミングがや りやす い言語 であ る。与 え られた問題に対 し,Pasρal
で考え・Pascalでプ ログラムす ると,高 品質 の プ ログラムが 出辛上 る とい うの
は誇張 であ るにせ よ,プ ログラム言語が,考 え方を規制す るのは確かであ り,
どんな言語を選ぶかは重要 である。 筆者はかつて,PlanからPasca1へ,BCPL
か らPasca1への教育体験を もつが,こ れ らの うちでは,Pascalが最 も多 目的
で応用 力があ り,初 心者教育に も十 分使用で きると考え る。
ソフ トウェア教育では,プ ログラム言語 とともに,題 材(プ ログラムす べき
問題)の 選択が重要 になる。 と くに,社 会科学系統 では,難 しい高等数学 の問
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題 よ りも,入 出力の問題 分類(整 列)・ 併合の技法,ゲ ームの問題を,易 か
ら難 の順で解 かせて い くことが望 ま しい と考 える。 筆者はテキス トと して 〔2〕,
〔3〕,〔4〕,〔18〕,〔19〕等を選 んで きたが有益であ った。
最後に,ソ フ トウェア教育は,プ ログ ラ ミソ グの アー ト(技 術論)に 終止 し
がちであ るが,コ ンピュータが ど う動作す るか,い わ ば計算機 の方式設計や動
作状況 も合せて教育す るのが望 ま しい と考 える。 従来は,ア セソブ ラはMAP,
コンパイ ラはFORTRAN,COBOLと い った別 々の 言 語 を教 えるのが常であ
った。今や,完 結 した計算機 システムの中で可能にな った。 す なわち,Pascal
を例 に とれば,Pasca}-Pの仮想計 算機 のINTCODE(PlanならVMコ ー ド,
BCPLな らINTCODE)を基軸 に,自 己完結 した計 算機の教育に発展す る。学
生は最初,抽 象計 算機の方式設計 を学ぶ。機械語の列 で命令を与 えることを覚
え,次に覚 えやす いアセ ンブ リ言語を習得す る。高級 言語 の 目的 コー ドが 自由に
読め,コ ー ドの最適化 の必要性を知 る。 高級言 語の コソパ イラの作成方法,イ
ソ タプ リータの作成方法を知 る。仮想計 算機が スタック計 算機であれ ば,再 帰
の考 え方が直 ちに 明 らかにな り,自然に受け入れ られ るであろ う。 また,Plan,
Pasca1,BCPLはす べて,そ れ 自身 の言 語で,コ ソパイラが 「よく考 えて」書か
れセい るので,コ ソパ イラを解読す る ことに よって,よ り良い プ ログラ ミソグ
技術を習 得で きる利点があ る。 さ らに,利 用者の立場か ら言語の難易 さを知 り,
適切な助言者 とな る。 また,別 の新たな コソパ イラを作成す る動機 に もな り得
よ う。 これ らの一貫 した教育は,経 験 に よれば,少 人数 に対 し,比 較的,短 時
日(半 年 ない し1年)で 可能である。
＼
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付 録1.Planコ ン パ イ ラ 一ー一 「式 」 の 処 理 部
DEFシ キ()
VARエ ンザ ンシ;
PR㏄ タ ソジ ユ γシ キ();
DEFタ ン ジ ユ ソシ キ()
VARエ ソザ ン シ;
PR㏄ コ ウ;
DEFコ ウ()
VARエ ンザ ンシ;
PR㏄ イ ソシ;
DEFイ ン シ()
VARヒ ナ ン,ヒ ナ ソ1,ミ テ イ ギ;
BEGINIFキ ゴ ウ=ヨ ヤ ク ゴTHENBEGINエ ラ(15);サ キ ヨ ミ()END
ELSEIF(キ ゴ ウ=ヘ ソス ウ)OR(キ ゴ ウ=テ イ ス ウ)THEN
BEGINコ ウ ド(PS,NO);サ キ ヨ ミ()END
ELSEIFキ ゴ ウ=ハ イ レツ メイTHEN
BEGINコ ウ ド(PS,NO);サ キ ョ ミ();
IFNOT(キ ゴウ=Lカ ッ コ)DOエ ラ(1); d.
サ キ ヨ ミ();シ キ(う;
IFNOT(キ ゴ ウ=Rカ ツ コ)DOエ ラ(2);
コ ウ ド(EX,ADD);コ ウ ド(EX,LOADINDIRECT);サキ ョ ミ()
END・
ELSEIFキ ゴ ウ=テ ツ ヅ キ メ イTHEN
BEG】Nコ ウ ド(MSP,1);コ ゥ ド(PS,RV);
IFキ ゴ ウ=テ ツツ キ ミテ イ ギT肥NBEGINミ テ イギ:=TRUE;
ヒナ ン1:=PPEND
ELSEミ テ イ ギ:=FALSE;
ヒナ ソ:=NO;サ キ ョ ミ();ジ ツパ ラ リス ト();
IFミ テ イ ギTHEN
BEGINテ イ ブiU(ヒ ナ ソ1十2):=テ ツ ツキ ミテ イ ギSFT13十IC;
コ ウ ド(0,ヒ ナ ン)
END
ELSEコ ゥ ド(JPROC,ヒナ ン);
コ ウ ド(MSP,-2);コ ウ ド(PS,RV);コ ウ ド(MSP,1);コ ウ ド
(PL,RV)
㎜
ELSEIFキ ゴ ウ=CNOTTHEN"
BEGINサ キ ヨ ミ();イ ンシ();コ ウ ド(EX,EXN(γr)END
ELSEIFキ ゴ ウ=Lカ ッ コTHEN
BEGINサ キ ヨ ミ();シ キ();IFN(γr(キ ゴ ウ=Rカ ツ コ)
DOエ ラ(2);サキ ヨ ミ()'、
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END
ELSEBEGINエ ラ(22);サ キ ヨ ミ()END
END;
BEGIN$コ ウ ノ シ ヨ リ$イ ンシ();
WHILEキ ゴウ=MOPDO
BEGINエ ンザ ソシ:=NO;サ キ ヨ ミ();イ ンシ();コ ウ ド
(EX,エ ンザ ンシ)
END;
BEGIN$タ ソジ ユ ン シキ ノ シ ヨ リ$
IFキ ゴ ウ=AOPTHEN
IFNO・=マイ ナ スTHEN
BEGINサ キ ョ ミ();コ ウ();コ ゥ ド(EX,EXNEGATE)END
ELSEBEGINサ キ ョ ミ();コ ウ()END
ELSEコ ウ();『
WHILEキ ゴ ウ=AOPDO
BEGINエ ソザ ン シ:=NO;サ キ ヨ ミO;コ ウ ド(EX,エ ンザ ソシ)END
END;
BEGINタ ソ ジユ ソシ キ();
IFキ ゴ ウ=ROPDO
BEGINエ ンザ ソシ:=NO;サ キ ヨ ミ();タ ソジ ユ ン シ キ();コ ウ ド
(EX,エ ンザ ンシ)END
END;
付 録2.Pasca1-700の ジ ョブ 制 御 カ ー ドと 実 行
Pasca1-700は主記憶を35kW必要 とす るので・ミッチ処理で のみ翻訳,実 行 が可
能である。会話型での実行は不可能であるが,PCLを利用することによっ℃プ
ログ ラムや データフ ァイルの作成,更 新,消 去は容易にで きるので端末処理を
利用すべきである。
以下,Pasca1プログラムの翻 訳,実 行 のためのジ ョブ制御 カー ドを標準 的な
ものを2例 あげ る。
ゆ
1.パ ッチ処理(カ ード入力)
No.....t....1....零...。2....*....3....*....4....零....5
1!JOBA12345678,WAKABA(77-06-15)
2!UMIT(CO,35),(ORDER)
(6)10行め の(GO)は,?利 用 者 の一 時 的 フ ァ イル で,Pascalプ ログ ラムの 二 進 の 目
的 コー ドが 入 っ て い る。 エ ラ ーが 発 生 した と き,PASCLGOと い うフ ァイル 名 で フ
ァイ ル に 残 る の で 注 意 を 要 す る。'格納 す るに は,デ ィ ス クの場 合,(LMN,PLO),
(PERM)とし,テ ー プの 場 合,2行め の 次 に!ASSIGNM:BO,(LABEL,FF),(OUT)
と し,6行 め を(零¥B+*)と し,10行め で(GO)の 代 りに,(EF,(FF))とす る 。
'
書?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
」
?
?
?
」
?
←
?
?
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!RUN(LMN,P700,PO22101)
!DATA
プ ラ ソ ク カ ■一・一ド1枚
(*$A十,C-*)
PROGRAMPLO(INPUT,OUTPUT);
END.
!LOAD(GO),(UNSAT,(PASCLIB))
!RUN.
!DATA
デー タカー ド}も しあれば
!FIN
2.バ ッ チ 処 理(ソ ー ス フ ァ イ ルttZEMI"の利 用)
No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
....*....1...9零....2..噸.*....3.....零....4....零...。5
!JOBA123456789,WAKABA(77LO6-17)
!HMIT(CO,35),(ORDER) ,(UO,10)
ASSIGNM:SI,(FILE,ZEMI)
RUN(LMN,P700,PO22101)
LOAD(GO),(UNSAT,(PASCLIB)),(PERM),(LMN,PLO)
ASSIGNM:SI,(DEVICE,CR)
!RUN(LMN,PLO)
!DATA
!FIN
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一般 に ,利 用者がPascalプログ ラムを用 意 した上で翻訳,実 行す る手 順は,
次 が望 ま しい。
(1)大きな プログラ云 の場合,コ 一ーデ ィン グ シ ー トに 書 き,パ ンチ ャーに カ
ー ドパ ソチ して もら う。小 さな プ ログ ラムな ら,端 末で ,!BUILDファイル名
に よって作成す る。 いず れの場合 もで きるだけ,き れいにな るよ う心す べ きで
あ る。(prettyprintingとい う〔25〕)
(2)大きな プ ログ ラムの とき,!PCLとCOPYに よ りカー ドデ ックを デ ィス
クフ ァイルに登 録す る。
(3)翻訳 ・実行時にエ ラーを発見 した ら,エ ラー コー ドの指示に従 って,端
末で修正 し,再 度!ミッチ処理で翻訳 ・実行す る。
(4)完成 した プ ログ ラムは,テ ープ(紙 または磁気)に 保 存 し,記 録を作 っ
てお く。
'、
」
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